
書式第１２号（法第２８条関係） 
	
	

平成２８年度	 	 事	 業	 報	 告	 書	
	

	 	 平成28年1月1日から平成28年12月31日まで	
	
	

	
	

特定非営利活動法人ハロハロ		
		

	１	 事業実施の方針	
フィリピンセブ州タリサイ市ドゥムログ事業地、メデリン市パヌグナワン事業地、ケソン市パヤタス事業
地、リサール自治区サンホセ事業地において、現地の人々を主体に地域住民の生計調査を実施中。	
各地の事業の進捗を四半期で確認しながら、評価会を設け、地域の人々ともに取り組むことで、事業のPDCA
サイクルが回り始めた。	
現地協働団体が事業の運営主体となって、地域需要に即した生計支援事業を展開したことで、廃材を用いた
手工芸に留まらず、アクセサリーや日用品などの多様な手工芸や、自由なビジネス企画の持ち込みの幅が生
まれている。	
現地協働団体が運営主体となって、教育事業も順調に継続展開されており、幼稚園運営から義務教育課程の
生徒たちの潤滑な進学支援、高等教育への進学の可能性の拡大につながっている。	
現地協働団体の組織力向上にも取り組んでおり、徐々に人々の能力向上と組織の潤滑で透明な運営につなが
ってきている。	
草の根交流事業では、日比の相互交流がスタディツアーだけでなく、語学交流やボランティア体験の場も開
かれたことによってさらに活性化し、定期的な文化交流が行われた。	
日本国内では、豊かさを共有できるライフスタイルを啓発する催事や講演を全国で展開しようと試みたが、
本年は現地事業拡大に伴う日本側の人材不足から出展の数も減ってしまった。	
NPOとしての基盤を強化するため、会員を増やす努力を行い、平成27年度会員数30名から約2倍の76名の会員
獲得となった（更新含む）。	
	
	
	２	 事業の実施に関する事項	
	
	（１）特定非営利活動に係る事業	

	 	 	

事業名	 事	 業	 内	 容	
実	 施	

	

日	 時	

実	 施	

	

場	 所	

従事者	

の	

人	 数	

受益対象者	

の範囲及び	

人 数	

事業費の	

金額	

（千円）	

	
生産者支援
と	
交流事業	

	
フィリピン貧困地域訪
問、草の根交流事業	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ）	

	
のべ	
20	

日本国内の市民150
人	
フィリピン貧困地
域の人々約600人	

	

900	

/1,470	

手工芸自立支援事業（調
査、製作支援）	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々500人	

4,260	

/2,000	

パソコンを用いた教育支
援	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々約300人	

0	

/550	

ラーメン屋ヒロ教育支援
事業	

通年	 フィリピン（タリ
サイ）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々約300人	

410	

/1,200	

地域の小規模ビジネス促
進	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ・メ
デリン）	

	
５	

フィリピン貧困地
域の人々約500人	

300	

/2,000	

現地の自助団対組織化支
援	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ・メ
デリン）	

	
５	

フィリピン貧困地
域の人々約500人	

200	

/610	

	



フェアトレ
ードの実践
事業	

手工芸によるフェアトレ
ード事業（ブランディン
グ、マーケティング、販
路拡大、品質管理）	

通年	 フィリピン	
（ケソン・リサー
ル・タリサイ）及
び日本全国	
	

	
５	

フィリピンの貧困
地域の人々500人	
日本国内の市民約3
00人	

559	

/687	

国際理解と
協力の啓発
事業	
	

フェアトレード推進の啓
発実施（展示会、講演
会、ワークショップ、交
流会、映像作品の製作と
上映など）	

通年	 日本全国	 	
５	
	

	
日本国内の市	
民約2万人	

1,399	

/335	

	

	
 

	

	 	



書式第１２号（法第２８条関係） 
	
	

平成２９年度	 	 事	 業	 計	 画	 書	
	

	 	 平成29年1月1日から平成29年12月31日まで	
	
	

	
	

特定非営利活動法人ハロハロ		
		

	１	 事業実施の方針	
フィリピンセブ州タリサイ市ドゥムログ、メデリン市パヌグナワン、ボホール州ヘタフェ市アルマール、ケ
ソン市パヤタス、リサール自治区サンホセの計5ヶ所を主要な事業対象地域とする。	
事業地域における地域住民の生活調査を実施し調査結果をデータとしてまとめ、地域分析を行うとともに事
業評価にも活用していく。	
各実施事業の定期評価を現場の人々ともに習慣づけて行い、計画、評価、実施のサイクル（PCAサイクル）
のもとに、潤滑な事業運営のもとに成果も透明に公表していく。	
現地協働団体が中心となる運営の元、地域需要に即した生計支援事業ならびに教育支援事業を展開する。	
また現地協働団体の組織力向上に取り組み、次世代人材育成を行う。	
草の根交流事業では、日比の相互交流を活性化し、定期的な文化交流を行う。	
日本国内では、豊かさを共有できるライフスタイルを啓発する催事や講演を全国で展開する。	
NPOとしての基盤を強化するため、会員を増やす努力、事務局管理体制と透明な会計制度の確立を行う。	
	
	
	２	 事業の実施に関する事項	
	
	（１）特定非営利活動に係る事業	

	 	 	

事業名	 事	 業	 内	 容	
実	 施	

予	 定	

日	 時	

実	 施	

予	 定	

場	 所	

従事者	

の予定	

人	 数	

受益対象者	

の範囲及び	

予 定 人 数	

事業費の	

予定額	

（千円）	

	
生産者支援
と	
交流事業	

	
フィリピン貧困地域訪
問、草の根交流事業	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
８	

日本国内の市民200
人	
フィリピン貧困地
域の人々約1000人	

1,000	

	

手工芸自立支援事業（調
査、製作支援）	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン）	

	
８	

フィリピン貧困地
域の人々500人	

5,000	

パソコンを用いた教育支
援	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々約300人	

100	

ラーメン屋ヒロ教育支援
事業	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々約300人	

500	

地域の小規模ビジネス促
進	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
５	

フィリピン貧困地
域の人々約500人	

500	

現地の生活実態調査	 1月〜6月	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
２	

フィリピン貧困地
域の人々約2500人	

100	

現地の自助組織化支援	 通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ・メデ

リン・ボホール）	

	
５	

フィリピン貧困地
域の人々約1,000人	

100	

フェアトレ
ードの実践
事業	

手工芸によるフェアトレ
ード事業（ブランディン
グ、マーケティング、販
路拡大、品質管理）	

通年	 フィリピン	

（ケソン・リサー

ル・タリサイ）及び

日本全国	

	

	
５	

フィリピンの貧困
地域の人々500人	
日本国内の市民約3
00人	

	

932	



国際理解と
協力の啓発
事業	
	

フェアトレード推進の啓
発実施（展示会、講演
会、ワークショップ、交
流会、映像作品の製作と
上映など）	

通年	 日本全国	 	
５	
	

	
日本国内の市	
民約2万人	

	

1,626	

	
		

	


